
現地研究会に参加し て

沢田嘉昭ー※

本年の現地研究会は「日高地方の畜産事情Kついて」をテーマK、 1 0月12、 1 3日の両日

行左われた。日どろ、肉畜、乳牛を中心K畜産を考えている私Kとって、軽種馬を中心とした日

高の畜産事情を見聞できたことは、他人事と考えがち左軽種馬産業を現実のものとしてとらえる

ととができたこと、日高の畜産事情と対比することKよって私の今迄持っていた畜産の展望(!(5JIJ 

の視点を作ることができたこと、で有意義であった。
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1 '0月12日8時 10分、テレビ塔前を 2台のパスで出発し、北海道農業試験場からの参加者

を加えて総勢 113名、曇空でやや寒さを感じる中を日高K向けて出発した。私達の乗車した 1

号車は、まず最初K案内役の北農試の林満氏から胆振、日高の農業概況について、説明を受け九

恵庭・千歳から日高Kかけての一帯は樽前火山灰地帯K属していて、火山灰層は、恵庭で 50 ........ 

6 O~ 千歳では 9 0 ClTL(!(達している。との樽前火山灰は静内までの日高西部一帯を覆っていて、

日高地方の土壌は、静内以西の樽前火山灰地帯と静内からえりもKかけての洪積土壌地帯とK二

分されるO

車はまず、かん木林の中K短冊型K草地が存在する千歳町営牧野にさしかかった。千歳町営牧

野は、総面積 28 0 h a 、草地面積 20 0 h aで、造成前の植生は以前の乱伐のためK柏を中心

としたかん木林K左っていた。造成工法は、表層 5ClTLの腐植を保持するためK初めてクレアリン

グプレードーディスキング工法で行左われた所である。また造成費の関係で短冊型の開墾が行左

われたが、そのためK残した林からピロの発生が見られたとのととである。舌し伐Kよる原植生の

破壊が今日まで続いているとと、またもう少し身近左問題としてのピロの発生は今後の未利用地

開発Kないて留意し左ければ左ら左いととだろう。また現在草地の生産力は、鶏糞を散布してい

る所では、 1 0アーノレ当たり 8--1 0七on (!(達しているが、鶏糞は生のままダンヲ。で散布され

てな久公害問題とからめて、今後糞尿等の草地への還元技術の開発が待たれているO

次K車は遠浅・早来の酪農地帯Kさしかか夕、三股部長からこの地帯の一現状についての説明が

なされた。との地帯は北海道酪農の先進地帯で、現在 2代目の経営になっており、大型化が進ん

でいるo しかし、現在、経営形態は、以前の乳牛中心から軽種馬の生産に転換しつつあるとのこ

とであった。経済性の点、からは、酪農よりも軽種馬の方が有利ではあろうが、何か異常な感じが

したしだいである。
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最初の目的地の静内軽種馬センターでは、三浦場長の説明で、まず最初Kネプチユーヌス(収

得賞金額 1億 3千万円)、グッドリー(同 1億 8千万円)等の種雄馬を見学した。

その後セリ市場を見ながらの説明では、種付料は 30万円から 4 5万円、プラス手数料として 5
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万円とのことで、との金額は、種付開始から 4年自には最初K種付した子が出走するためK、 3

年間K種付する頭数を 2 0 0頭として、購入価格の 2 0 0分の 1を種付料Kしているとのことで

あるO

次の目的地新冠種畜牧場は、まず場門を入ると、 トド松・エゾヤマサクラ並木の 20間道路が

続き、広大左規模の一端をのぞかせていたo 昼食の後、場内を見学したが、ととは明治 5年 7万

町歩の用地K野生馬を集めたとと K始まり、南部種・洋種を野生馬K交配するとと Kより野生馬

の改良を行在った。その後、 6 0余年の御料牧場時代を経て、戦後農林省種畜牧場として、馬か

らホノレスタインK切り換えて現在K至っている。現在 264頭の種牛を飼養してなり、優良種雄

牛の都道府県への貸付・種雌牛の貸付左らびK譲渡を行左って台夕、また、昭和 4 5年度から種

雄牛の後代検定事業を開始している。

施設関係では、 300七onサイロ 2基を備えた 150頭収容の牛舎が昭和 46年秋K完成し

てなb、牛舎中央K支柱が左く、ノミイプライン、微温湯給水施設が設置されており、注目を集め

ていたo

その後、日高支庁で、川端支庁長、三輪崎経済部長から日高管内の農業概要Kついて説明をう

けた。日高は従来海岸線K沿った国道と、国道と直角K交わる各河川流域で構成されるクシ歯型

の開発が行左われ、そのためK発展が遅れていたが、現在、国道と国道に並行する道道の整備が

進んでなり、ょうやく発展期K入った。農業生産額は、その 6割が軽種馬生産で、こと 10年で

2倍K左って$-'i?、現在は過剰性産の危険性がある。また軽種馬生産農家の 7割は 5頭以下の規

模であり、今後の軽種馬産業はとれらの小規模農家の育成が重要である。今後の方向としては、

軽種馬産業の肥育基盤を利用した肉牛生産への転換、また、交通網の発達Kとも左って、そ菜栽

培台よびリクリエーシヨン基地としての開発、を指向しているとのことであった。

日高支庁をあとKして第 1日自の宿泊地えりも岬K向った。えりも岬までの海岸線沿いの国道

は、あいKくの荒天のため、パスも数度波K洗われ、宿泊地のえりも岬も強風であったが、全員

懇親会での歓談の中で、第 1日目の研究会を終了した。
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以上第 1日目の概略卦よび若干の感想を述べたが、全体を通じて馬産地としての日高の印象が

強烈で、そのととKのみ目を奪われてしまった。農耕馬、軍馬としての馬生産基盤が失左われた

今日、日高の畜産は今後肉畜生産基地への転換を迫られて来るであろうが、今後未利用地の開発

をともなえば、肉畜生産基地として十分合潜在力を備えていると感じたしだいで司ある。

研究会の出発K際し、事務局から第 1日目の感想記を依頼され、戸惑ったしだいで、先輩諸氏

が読まれることを考えれば汗顔の至りですが、若輩の私K免じてよろしくな許しを願うしだいで

す。

最後にこの現地研究会を企画し、実行された幹事の方々のど努力K参加者ともども厚くな礼申

し上げますO
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